
北海道苫小牧市：TOMAKOMAI住宅＆公共施設まるごとゼロカーボンプラン

事業計画の効果・費用

再エネ導入

6,500kW
78,239
t-CO2

CO2削減 総事業費

35.8億円

交付金額

13.5億円

計画期間

令和4年度
～

令和9年度

事業計画の特徴

•事業者向けの太陽光発電設備・蓄電池導入補助については中小企業に限定し、省エネに係るセミナーや省エネ診断、
温室効果ガス排出量評価を市の単独予算にて実施。その後参加企業に対し、市の重点対策加速化事業について紹
介する。

•個人及び事業者向けの太陽光発電設置については市内事業者による施工や市内事業者からの設備購入を要件とし、
地元事業者の育成を図る。

•遊休地太陽光発電設備や水道施設マイクロ水力発電を導入し、公共施設に再エネ電力を供給する。

取組のイメージ

事業計画の概要（公共）
取組 規模

• 12件
• 1,535kW

上下水道施設へのマイクロ水力発電の導入（PPA等）

庁舎等への太陽光発電設備の導入（PPA等）

埋立処分場を活用した太陽光発電設備の導入 • 1件
• 1,999kW

蓄電池の導入（PPA等） • 10件
• 255kWh

• 39件LEDの導入

• 1件高効率空調設備の導入

再エネ：3,574kW

太陽光発電設備の導入

蓄電池の導入

• 414件
• 2,285kW
• 410件
• 3,342kWh

• 28件ZEH住宅の補助

太陽光発電設備の導入

蓄電池の導入

• 20件
• 641kW

• 20件
• 461kWh

事業計画の概要（民間）
取組（個人） 規模

再エネ：2,926kW

取組（事業者） 規模
中小企業への支援

高効率給湯機器設備の導入 • 245件

• 1件
• 40kW

〇現状の課題
・ゼロカーボンの情報・知識が乏しい
・具体的な対策を未検討
・財政的な負担が困難

〇現状把握の支援
・省エネセミナー
・省エネ診断
・温室効果ガス排出量評価

課 題

現状把握

〇設備導入の支援
・省エネ設備導入(省エネ診断必須)
・再エネ設備導入(市費＋交付金）

設備導入 市費＋交付金市単独

省エネセミナー 再エネ設備の導入
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